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中学校 ・高等学校の音声教育への一考察
長谷川 博
1.は じめ に
ある日のこと、電話で話を している人の返事 「はい」が、何通 りも違っていることに気が付
いた。ある時は 「はい!」 と元気 よく答えていたか と思えば、ある時は 「はい」、「はい」 と低
い声で、ただ相づちを打 っていたに過 ぎず、またある時には、「は～イ?」のように 「イ」で
声を上げ、怪認そ うな様子で答えていた。
(日本語のrは い」が英語のYesに必ず しも相当するわけではないが)印 刷 された文字で
はYesは一通 りの意味 しかないように思われるけれ ど、話 し言葉では次のYesのように異な
った文脈にふさわ しい7通 りの言い方が考えられる。
1)低下降調 ・(声 が中程か ら下に降 りる調子で)
＼Yes「 はい(そ うです)」
2)高下降調 ・(い ちばん高いところか ら一気に下まで降 りてくる調子で)
＼Yesrは い、そ うです」の意味であるが、明るい感 じを与え、
意味 も強 くなる。
3)上昇下降調 ・・(中程から一度声を一番上まで上げ、そこから一気に降ろす調子で
へYes!(非 常に驚いた り、感銘を受けた りして強調的に)「も
ちろんそ うですとも」とか 「そ うですか、本当に参 りました」
4)低上昇調 ・(一 番下か ら中程まで声を上げる調子で)
/Yes「 それで」 と相手に話を促す。
5)高上昇調 ・(中 程か ら一番上まで声を徐々に上げていく調子で)
/Yes?「 いいとおっしゃったんですか」相手の返事を確認する。
6)下降上昇調 ・・(やや高めから一気に下げ、少 ししゃくり上げる調子で)
XvYes「 それはそ うですけれどもしかし … 」と言外にその反
対の意味をほのめかす。抗議の気持ちや物事を比較対照して強調する。
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7)中 平行調 ・(中 程 の高 さで、声 を平坦 に同 じ高 さで続 ける調子 で)
一Yes(軽 い気持 ちで)「ええ」 とい う感 じであ る。
(東後 『英会話 の リズム とイ ン トネーシ ョン』金星堂、pp.24～26)
このように、Yesのように簡単そ うに見える言葉でもこれだけの 「音調」があるのだから、
音調がいかに複雑であ り、正確に区別 しないと相手の感情を傷つけた り、相手がこちらの気持
ちを誤解 した りすることが、大いにあ りうるのである。
ところで、2004年の 「研究論集」での発表までは、英語科教育法、英語音声学の最初の授業
で、本学入学以前の英語教育で 「発音記号についてどの程度教えられたか」「発音記号を頼 り
にどの程度自信を持って単語を発音できるか」といった入学以前の音声教育の一端を知る程度
にとどまっていたのを今回は、具体的に 「どの発音記号は自信を持って発音できるのか」に始
まり、中学や高校での音声教育で取 り扱われた項 目の実態をよく知 り、本学での授業がより一
層効率よく展開できるようにとの思いで、入学以前の音声教育を分析 した。
なお、高等学校学習指導要領(平 成元年改訂、平成6年 から実施)の 「総合英語」2.内 容
の(1)発 音(P.89)には次のように書かれている。
「音声については、中学校において、
(ア)現代の標準的な発音、(イ)語 のアクセン ト、
(ウ)文の基本的な音調、(エ)文 における基本的な区切 り、
(オ)文における基本的な強勢
の5項 目について指導 している。「総合英語」では、 この中学校の うえに立 って、 目標 の
「自分の考えなどを英語で表現する能力を伸ばす」ための発音指導を行なうことになる。
指導に当たっては、現代の標準的な英語により、中学校の上記の5項 目に習熟させるととも
に、弱音、音の脱落、連結、同化、音質 ・音量の変化、 リズム、イン トネーション、速さなど
を生徒の実態に応 じて取 り上げることになろう。」1)
従って、「研究ノー ト」では、上記の(ア)～(オ)及 びこれ までの 「研究論集」では触れ
ていなかった リズムに関 してこれまでの音声教育を分析 したが、話 し言葉で重要な働きをする
「音調」が中心となった。
2.発 音記号一覧
下記のように、辞書によって多少表記が異なるものがあるので、いろいろの学生がこれまで
に使用 したと思われる辞書を考慮 して可能なかぎりの発音記号をあげる。
(池田他2名 『英検 ・TOEICに役立つ リスニング』南雲堂、P.8)
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な お 、()内 の 数 字 は 、 そ れ ぞ れ の 発 音 記 号 を 頼 り に 単 語 を 発 音 で き る 割 合 を 示 す 。 受
講i者数 は 、 一 般 音 声 学(学 部1回 生43名)、 英 語 音 声 学(短 大1回 生67名)合 計llO名 で あ る 。
1.単 母 音
1)/i:/…73(66.4%)5)/α:/…51(46.4%)9)/u/u/u…45(40.9%)
2)/i/1/…75(68.2%)6)/α/…57(51.8%)10)/A/…21(19.1%)
3)/e/…87(79.1%)7)/っ:/…34(30.9%)ll)/0/…28(25.5%)
4)/ee/…67(60.9%)8)/u:/…59(53.6%)12)/0:r/a/3:/…14(12.7%)
2.二 重 母 音
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
/ei/eI/…76(69.1%)
/ai/aI/α1/…73(66.4%)
/:)i/っ1/…21(19.1%)
/au/αu/…58(52.7%)
/0u/ou/ou/…67(60.9%)
3.子 音
1)/P/
2)/b/
3)/t/
4)/d/
5)/k/
6)/9/9/
7)/f/
8)/v/
…69(62 .7%)
…67(60 .9%)
…70(63 .6%)
…66(60 .0%)
…70(63 .6%)
…62(56 .4%)
…72(65 .5%)
…63(57 .3%)
6)/ir/ior/i∈b/l∈b/
7)/er/eer/ea/εa/εer/
8)/っr/っe/っ:r/o:r/
9)/ur/ua/uθ・/ua/uor/
9)/0/
10)/6/
ll)/s/
12)/z/
13)/∫/
14)/3/
15)/h/
16)/t∫/
…55(50 .0%)
…26(23 .6%)
…72(65 .5%)
…67(60 .9%)
…37(33 .6%)
…18(16 .4%)
…37(33 .6%)
…21(19 .1%)
…16(14 .5%)
…20(18 .2%)
…13(ll .8%)
…7(6 .4%)
17)/(セ/
18)/m/
19)/n/
20)/P/
21)/1/
22)/r/
23)/j/
24)/w/
…25(22 .7%)
…57(51 .8%)
…62(56 .4%)
…29(26 .4%)
…44(40 .0%)
…46(41 .8%)
…39(35 .5%)
…41(37 .3%)
ところで、 こち らが予期 していた よ うに、「アンケー ト」直後 の質問で 明 らか にな った こと
は、学生た ちが知 ってい ると答えた 「発音記号」 の知識は、
/i:/;「イー」、/i/;「イ」、/u:/;「ウー」、/u/;「ウ」、/A/;「ア」、/e/;弱い 「ア」であ る。
英語 の音 と 日本語 の音が一対一で対応す ると思 って[教 え られて]い た のであ る。
/i:/は、確か に 「イー」 に近 いが、 「イ ー」 よ り唇を左右に引か ない と/i:/にならない。/i/は、
ただ単 に/i:/を短 くした ものでは な く、質 的に も異な る音で ある。 「エ の口の構 えでイを発音
せ よ」 と言われ るほ どで、イ とエ の間 のは っき りしない音であ る。従 って、発音記号 も簡略記
号では/i/を用い るけれ ど、精 密記号では/1/を用 いる。
/u:/は、 口笛を吹 くときの ように、唇 を しっか りと丸 めて突 きだ して発 音 され る音であ り、
/u/は、唇 をゆるめて発音 し、 オの響 きがある。従 って、簡略記号 では/u/であ るが、精密記号
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では/u/で表 され る。 日本語 の 「イ ー」 と 「イ」、 「ウー」 と 「ウ」は長 さで区別 され るが、英
語 の/i:/と/1/、/u:/と/u/は発 音の仕 方 も音質 も違 う別種 の音であ る。
/e/にいた っては 「弱 いア」だけでは全 く処理 できない非常 に特異 な弱母音 で、ア クセン トの
弱い ところでは、すべて の母音字が/0/と発音 され、 日本語の どの母音の範 囲に も入 らない。2)
3.本 学 入 学 以 前 の 音 声 教 育
Q1)発 音 記 号 を 学 ん だ 時 期
(1)中 学 校29(26.4%)(2)高 校30(27.3%)(3)中 ・高 両 方25(22.7%)
な お 、 学 校 で 学 ば な か っ た 学 生 は 、 ど こ で 、 ど れ く ら い 発 音 記 号 を 学 ん だ か?
主 な 場 所(塾/自 宅[独 学])16(14.5%)
Q2)発 音 記 号 を 学 ぶ の に 費 や した 時 間(50分 授 業 を1回 と 数 え て)
(1)1回(50分)29(26.4%)(2)2、3回(100～150分)46(41.8%)
(3)4回(200分)以 上19(17.3%)(4)時 間 不 明/無 回 答16(14.6%)
Q3)日 本 語[東 京 方 言]で 、 例 え ば 「ハ シ 」 と発 音 す る 場 合 、 「ワ1∠ 」 の よ う に 「ハ 」 を
「シ 」 よ り高 く発 音 す る と 「箸 」 の 意 味 に な り、r三」フ:」の よ うに 「シ 」 を 「ハ 」 よ り高 く発
音 す る と 「橋 」 の 意 味 と な る 。(日 本 語 は 「高 低 ア ク セ ン ト」 と 呼 ば れ る)
こ れ に 対 し て 英 語 で は 、"increase"を例 に あ げ る と、in一に 強 勢 が 置 か れ る と 「名 詞 」 に 、
一creaseに強 勢 が 置 か れ る と 「動 詞 」 と な る 。(英 語 は 「強 勢 ア ク セ ン ト」 と 呼 ば れ る)
日本 語 が 高 低 ア ク セ ン ト、 英 語 が 強 勢 ア ク セ ン トで あ る こ と を 知 っ て い る 学 生59(53.6%)
Q4)次 の 単 語 で 強 く発 音 す る 箇 所 を 指 摘 し な さ い 。(正 解 率)
(1)ア クセ サ リーac・ces・so・ry31(28.2%)(2)バク テ リアbac・te・ri・a92(83.6%)
(3)カ リキ ュ ラ ムcur・ric・u・lum30(27.3%)(4)ダイ ヤ モ ン ドdi・a・mond92(83.6%)
(5)エ ネル ギ ーen・er・gy82(74.5%)(6)ハ ンバ ー ガ ーham・burg・er80(72.7%)
(7)マ ネ ー ジ ャ ーman・ag・er71(64.5%)(8)ナ シ ョナ リズ ムna・tion・al・ism29(26.4%)
(9)オ ー ケ ス トラor・ches・tra43(39.1%)(10)ピア ノpi・an・099(90.0%)
(ll)レフ ェ リーref・er・ee28(25.5%)(12)セ ンセ ー シ ョンsen・sa・tion99(90.0%)
(13)バイ オ リンvi・o・lin59(53.6%)
(ア ク セ ン トの あ る 音 節)(1)一ces一,(2)一te一,(3)一ric一,(4)di一,(5)en一,(6)ham一,(7)man一,
(8)na一,(9)or一,(10)一an一,(ll)一ee,(12)一sa一,(13)一lin
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外国語を カタカナ表記す る弊害については、本学研究論集(第68号)に 発表 したが、それを
借用 して補足説 明をす ると次 のよ うに なる。
例えば、「コ ミュニケー シ ョン」 を取 り上 げる と、 これ は英語 のcommunicationをカタカナ
表記 した ものだが、[kemjin:nik6i∫on]を正確に表記 していない。
先ず、/ke/の/e/は、 日本語 の 「ア」 の口の構えか ら口をほ とん ど閉 じた くらいにわずかに
開 き、舌や唇 の力を抜 いて、弱 く曖昧に発音す る母音 で、 もとの/っ/の響 きを多少留めてい る
/e/であ る。従 って[kemjin:nik6i∫en]の/ke/は「カ」 とも 「コ」 とも聞 こえ る音であ るが、
どちらかに表記す るとすれば、小 さ く 「カ」 とで も書 くよ り致 し方が なか ろ う。
次に/ni/の/i/であ るが、注の2)、 竹林 『・・発音に強 くなる』岩波 ジ ュニア新書(p.76)
か ら再び引用す ると、
「綴 り字 に引かれてイ と発音 してはいけ ない。 「イ」 とも 「ウ」 とも 「ア」 ともつか ない、
まった く曖昧 な音色で」
/ni/は「二」 とも 「ヌ」 とも 「ナ」 ともつかない音にな る。
最後 に/kei/であ るが、5つ の音節 の中で最 も 「強 く」、「高 く」、「長 く」発 音 され、 さらに、
ここで声 の高 さが 「急激に下降す る」 ことに なる。
これを下図 のよ うに示す と差が一層 明らかに なる。
コ ミュニケーシ ョン
○ ○ ○○○ ○ ○
コ ミュニケーシ ョンは、ほぼ 同 じ強 さと速 さで
音節(○)が 発音 され るのに対 して、
.● ・
●
●
komjin:nIk61∫en
communicationの発音は高低、強弱、長短が歴
然 と してい る。 なお、(●)は 第1又 は第2強
勢、(・)は弱強勢を示す。
英語におけ るア クセン トは次 の3つ の要素を含む。
ア クセン トのあ る音節は、(1)強 く、(2)高 く、(3)長 く、発音す る。3)
3つ の原則 と音節全体に ア クセン トをつけ るとい うことを念頭において、は っき りと何回 も
発音練習をす ると単語を正確に発音で きるよ うに なる。例えば、Q4)の カタカナ語か ら
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ac・c6s・so・rydf・a・mond pi・an・oetc.
図示することにより、強勢のあ
る箇所を明示する。(●)の音
節を強 く高 く長 く発音する。
一191一
長谷川 博
なお、 日本で発売 されてい る英和辞典[グ ローバル、 ジーニアス、 ライ トハウスなど]で は
強勢記号は母音 の上に書いてあ るが、 これは便宜的 なもので、実際にはそ の母音を含む音節全
体が強勢を受け ている。英英辞典[OxfordAdvancedLearner's,など]に はそ のよ うに表記 し
てあ る。
例)college/kdlid31k51-/(英和 辞 典)、/'knlid311'ka:一/(英英 辞 典)
(補足)カ タカナ英語 と英語に関して、加島他 『カタカナ英語辞典』研究社、(p.v)には次
のようなことが書いてある。「厳密に言えば、すべてのカタカナ英語は元の英語から
ずれている。その 「ずれ」の第一は発音である。英語からカタカナ英語になると、必
ず発音が 日本式に転化 して しまう。」
なお、英語を母語としている人達にとっては発音記号はそれ程必要ではないだろうが、英語
を外国語として学習 している者にとっては、特に未知の語に対 しては発音記号の知識は必要で
ある。 しか し、中学や高校で音声教育をあまり受けていない場合には、たとえば、発音記号の
[komjin:nik6i∫en]からp.191の図で示 した 「高低」や 「強弱」まではほとんど頭に浮かばな
いのが普通であろう。
Q5)二 重母音を発音す る際、例えば、eye/aI/,0we/ou/,ear/10/において、前 の母音 と後 の母
音を発音する強さの割合は下のうちどれか。
(1)前の母音の方が7対3と か8対2の 割合で強い
(2)後の母音の方が3対7と か2対8の 割合で強い
(3)前と後の母音の強さが同じ
(4)無回答
(正解 率)
90(81.8%)
12(10.9%)
3(2.7%)
5(4.5%)
多 くの学生は、二重母音に関 して知識 と しては大いにあ るが、実際 の発音は前 の母音 と後 の
母音をほぼ 同 じくらい の長 さで発音 してい るのが現実 の姿であ る。
(参考)長 澤 『教師 の発音』(開文社、p.73)に、二重母音 の発音 に関 して
例えば、/ai/の場合、次 の ような説 明が ある。
「日本語 の 「アイ」(愛)で は 「ア」 と 「イ」が ほぼ50パーセ ン トずつ のア クセ ン ト
を分け持つ のに対 して、[ai]では[a]が70パ ーセ ン ト、[i]が30パー セ ン トぐらい
の気持 ちであ る。」
(補足)英 語 の二重母音は、二つ の母音記号で示 されてい るけれ ど、一つ の単位 と して発音
され る。二重母音を構成す る二つ の母音は 同等では な く、前 の母音 の方が よ り強 く、
よ り長 く発音 され、後 の母音は弱 く、短 く消えてい くよ うに発音 され る。即 ち、後 の
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母音は舌が移動する方向を示 しているに過ぎないのである。
確かに、 日本語にも 「あ う(会 う)」、「おう(追 う)」などのように、英語の二重母
音に似ているものもあるが、これらはただ単母音を別々に、同じ強さで発音するので、
英語の二重母音とは性質が違 うものである。
Q6)語 に強勢があ るのと同様に、文に も強勢があ る。特別 な強調や対比が ない次 の文を一息
で言 う 〔読む〕時、 どの箇所が強いか、そ の箇所を数字で指摘 しなさい。 なお、強い箇所は1
箇所 とは限 らない。第一強勢[記 号(')]、第二強勢[記 号(^)]で あ る。
Ib6ughtthisdr6ssyesterday.正解 率32(29.1%)
1234567
cf.A:Whendidyoubttythisdr6ss?B:Ib6ughtity6sterday.
123456789101112
正解率5(4.5%)正 解率65(59.1%)
通常、一つ の意味 のまとま りには一 ヶ所文強勢を置 くが、それは文や句 の末尾か、それに最
も近い 内容語であ る。上 の文では、 内容語であ るbought,dress,yesterday3語に強勢が置か
れ るが、文全体 の第1強 勢はdressに置 かれ 、boughtとyesterdayの2語が第2強 勢 とい うこ
とに なる。
(補足)大 塚他 『英語音声学 の基礎:理 論 と実践』北星堂(p.101)
「yesterday,now,thereとい った時や場所を表す語が、文修飾 の副詞 と して文末 も し
くは ポーズの直前にあ る場合、それ らを特に強調す る必要が なければ、第2強 勢に と
どめてお くのが普通であ る。そ の場合には、 も う1つ 左にあ る内容語が第1強 勢を受
け ることに なる。」
もっとも、cf.ではyesterdayが第1強 勢 にな っているのはWhenに たいす る答え となって
い るためであ る。
(参考)文 を構成 してい る単語 の中には、強勢を受け るものと受け ない ものがあ る。原則的
に、強勢 を受け るのは 「内容語 」、受 けない ものが 「機能 語」であ る。 内容語 とは、
名詞、動詞、形容詞、副詞 など 「情報を伝達す る上で重要 な意味を もつ語」であ る。
それ に対 して機 能語は、前置詞 、接 続詞、be動 詞、助動 詞な ど主に 「文法 的な関係
を示す語」であ る。
例)Shegivesalotofworktous.(太字は内容語、それ以外 は機 能語を表 す)
ただ し 「内容語は強勢を受け、機能語は強勢を受け ない」 とい うのは、あ くまで も原
則であ る。機能語で も、それが強調 され る必要があれば、強勢を受けて強 く発音 され
る。
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例)Thisisnotyourbook,butmine.(対比を受ける語が第1強 勢を受ける)
(補足)文 中の語を強勢をもつ語ともたない語に大別 したとしても、それは英語に 「強い」
と 「弱い」の2種類の強勢 しかないとい うことではない。人間の聴覚判断力の限界を
考えて、強勢は、最も多い場合で、4種 類に分類される。第1強 勢と第2強 勢が文強
勢にな りうる強勢に相当し、第3強 勢[記 号(')]と第4強 勢[記 号(つ]が 文強
勢になりえない強勢に相当する。(長澤 『教師の発音』p.92)
ところで、最も強い第1強 勢に次 ぐ第2強 勢であるが、第1強 勢と大体同じ強さで、ただ重
要な高低変化を伴わないだけ弱いとい うことである。
Q7)次 の各組 の語句は、強勢 の強 さに よ り意味が変わ る。強勢記号か ら判断 して、意味 の差
を述べ なさい。
a.aracingcar「競争用 自動車」
b.aracingcar「競争 してい る自動車」
(正解率)a.40(36.4%),b.21(19.1%)
[a,b共正解17(15.5%),aとbを逆 に理解 している解答22(20.0%)もある]
(補足)複 合語 と句 のス トレスの違い
文字で表 された場合に全 く同 じ2語 か ら成 る複合名詞 と名詞句は、強勢 の位置 の違い
に よって発音上区別 され る。
+)複 合 名 詞(
blackboard
greenhouse
hotplate
dancinggirl
sailingship
smokingroom
(黒板)
(温室)
(料理用鉄板)
(踊り子)
(大型帆船)
(喫煙室)
名 詞 句(^+')
blackboard
greenhouse
hotplate
dancinggirl
sailingship
smokingroom
(黒い板)
(緑色の家)
(熱い皿)
(踊っている少女)
(航行 している船)
(煙の出ている部屋)
(片山他 『英語音声学の基礎』研究社、(p.85)その他か ら収集)
IsScotttheclinic'sh6add6ctororheadd6ctor?(精神科医それ とも医長)
Ishereallyagrandfatheroragrandfather?
(おじい さん それ とも 威厳 のあるお とうさん)
(J.DonaldBowen著/河野守夫訳 『英語発音 の型』金星堂、p.79)
Q8)英 語は次に示すように、強勢が置かれている音節(●)は 、強 く高 く長 くゆっくりと発
音され、強勢が置かれていない音節(・)は、弱 く低 く短 くすばや く発音される言葉で、強勢
一194一
中学校 ・高等学校の音声教育への一考察
のあ る音節が 「ほぼ等間隔」で繰 り返 され ることに よ りリズムが生 まれ る言語で、 この リズム
を 「強勢 リズム」 と呼んでい る。それに対 して、 日本語 の場合は、音節 の一つ一つをほぼ 同 じ
強 さと速 さで発音 し、それに よって リズムが生 まれ る。 このよ うな リズムは 「音節 リズム」 と
呼ばれ る。 日本語 の音節(○)の 長 さは感覚的に一定であ る。
(英語)Thechildrenareplayingbaseballinthepark.
・ ● ・ ・ ● ・ ● … ●
(日本語)こ どもた ちは うん ど うじょうでや きゅ うを してい る。
○○○○○○○○○○ ○ ○○○ ○ ○○○○○○
ところが、 この ような リズムの違 いについて中学や高校で学 んだ学生 は、25人(22.7%)に
過 ぎず、83人(75.5%)[4人の うち3人]が 学んでいなか ったのであ る。
英語を母語 とす る人は、上 の文においてchild一,play一,base一,parkの音節を比較的強 く発音す
るけれ ど、 日本人学習者は、すべて の音節を強弱を付けずに等間隔で話 し[読 み]が ちであ る。
そ の結果、不 自然 な英語に な り、英語を母語 とす る人に理解 され ない ことに なる。
J.D.0'Connorも次の よ うに述べてい る。
「すべて の音節が 同 じ長 さを もってい る言語 の話者に とっては、英語 の リズムがか な り難
しいだ ろ うし、英語 の リズムを身につけ るにはか な りの努力が必要であ る。仮に英語 のすべ
て の音節 が同 じ長 さであ る とすれば、機 関銃 を発 砲す る(machine-gunfiring)のよ うな感
じに な り、発話を理解す るのが大変であ る。」
BetterEnglishPronunciation(CambridgeUniv.Press)(p.126)
Q9)音 調に関する質問
特に強調 した り対比することなく普通に話す[読 む]場 合、次の各文は下降調(記 号:＼)
か 上 昇 調(記 号:/)か 、 記 号 で 示 し な さ い 。
(1)Doesthegirllivewithherfamily?(/)
(2)Whatalovelygirlsheis!(＼)
(3)Whatisthematterwithyourfinger?(＼)
(4)Ibegyourpardon?(/)
(5)MayGodblessandkeepyoualways!(＼)
(補足)音 調 の 三 つ の 主 な 役 割:
(1)疑 問 文 と 陳 述 文 を 区 別 す る と い う よ う な 文 法 的 な 機 能
(正解 率)
100(90.9%)
76(69.1%)
71(64.5%)
102(92.7%)
76(69.1%)
a)Ibegyourpardon?(/)(恐れ 入 りま す が も う一 度 お っ し ゃ っ て くだ さ い 。)
b)Ibegyourpardon.(＼)(ごめ ん な さ い)
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(2)話者 のい ろい ろな意図や微妙 な感情を伝え よ うとす る心情的態度を表す機能
a)Goodmorning,students.(＼)(無愛想 ・冷 たい感 じ)
b)Goodmorning,students.(/)(親しみ のある感 じ ・柔 らか な調子)
(3)強調 などを表す指示的 な機能
Yourroomismuchbiggerthan塑room.(yourに強勢が置かれて 加r/とは っき りと
発音 され る。 これは、my/mai/と対比 したいため に、yourに特に強勢 を置 いてい る
か らであ る。)((2)と(3)は 杉森他 『音声英語の理論 と実践』英宝社、p.124)
(補足)音 調 の基本的 な型:
(1)下降調 …断定 とか完結を表すいわば 「言い切 った」心的態度を伝え る。
a)Iwenttothestation.(平叙文)b)Whatawonderfulboyheis!(感嘆文)
c)Openthedoor.(命令文)d)What'sthematter?(wh一 疑 問文)
e)MaytheQueenlivelong!(祈願文)f)Isn'titalovelyflower?(修辞疑問文)
(注)①wh一 疑問文であ って も、文尾を軽 くあげて発音すれば、や さ しさとか親近感が
加わ る。例)What'syourname?
② 聞 き返 しの場合は、wh一疑 問文 であ って も、上 昇調 にな る。
例)Whatdidyousay?(「今何 とい った」)
(2)上昇調 …疑問や未確定 の要素や依頼を表す のに用い る。
a)Doyouhaveanyidea?b)Ishegoingtotheparty?
c)Willyoupleseopenthedoor?
(3)中間調 または平坦調 …よ く未完成型 と言われ るよ うに、文が途中で切れた感 じに な
る。つ ま り、断定す るのでは な く、未定 の心理状態が表 された話が続 く感 じに なる。
軽 く上昇調に なる。
a)Goodbye.b)goodnight.c)Closethedoor.d)Nowdoitagain.
上記以外に、様 々な感情や微妙 な違いを表す場合 と して、
(4)下降上昇調 …躊躇、疑い、不安、可能性、励 ま しなど:あ る意味で未完結 な表現で
あ り、確実で ない曖昧 な感 じをだすため の音調であ る。
1.Well,Icansingthis∀song.(躊躇:ま あ、 この歌 な ら歌 えるだろ うが…)
cf.Well,Icansingthis＼song.(普通)
2.Isthat∀true?(疑い:本 当な ものか)cf.Isthat/true?(普通)
3.IthinkIcanmakehimgiveit∀up.
(不安:彼 にそれをあ きらめ させ られ ると思 うけ ど…)
cf.IthinkIcanmakehimgiveit＼up.(普通)
4.Hecoulddo∀it.(可能性:や れ ばで きるん じゃない…)
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cf.Hecoulddo＼it.(普通)
5.Don'tworry.Itisn'tso∀serious.
(励ま し:心 配 し な い で 。 そ ん な に 重 大 じ ゃ な い ん だ か ら …)
cf.Don'tworry.Itisn'tso＼serious.(普通)
(緒方 『英 語 音 声 指 導 ハ ン ドブ ッ ク』 東 京 書 籍:、pp.158,159;pp.169その 他 か ら 収 集)
QlO)次のa),b)の2文を 「音調記号」か ら判 断 して違 いを述べ な さい。
a)He-explainedthings＼wisely.「彼 は事情 を うま く説 明 した。」
b)He＼explainedthings,/wisely.「彼 が事情 を説 明 したのは賢 明な ことだ った。」
(正解率)a)35(31.8%),b)2(1.8%)[a)b)共無回答39(35.5%)]
W.R.Leeは、AnIntonationReader(p.63)(以後 、Lee:lntonationと表記)の 中で 「文a)は、
Heexplainedthings　 .の意 味で、文b)は 、Itwaswiseofhimtoexplainthings.の
意味で、文a),文b)の区別は、文字 の場合は コンマに よ り、音声 の場合は音調 の助けに よ り区
別 され る」 と説 明 している。文a)で は_explained_wiselyと、副詞(wisely)は動 詞(ex-
plained)を修飾 してい るのに対 して、文b)で は、副詞(wisely)が文(Heexplainedthings.)
を修飾 してい る 「文修飾 の副詞」 なので 「/Wisely,he＼explainedthings.とも言え る」 述
べてい る。
(補足)天 満が 『英語 の語法:修 飾(下)』(p.30)(以後、天満 『語法』 と表記)の 中で、
PaulRobertsの文 に対す る修飾語 について次の よ うに紹 介 してい る。
「PaulRobertsは、文に対す る修飾語を説 明す るにあた って、いわゆ る変形文法理論
を応用 してい る。(EnglishSyntax,p.313)」
そ こで、Leeの上記 の文を取 り上げて、それを当てはめて説 明をす ると次 のよ うに なる。
Wisely,heexplainedthings.は二つ の基本文か ら派生 してい るとす る。す なわ ち、挿入文 と
して のItwaswise.と、母体文 のheexplainedthings2文か ら派生 した ものだ とす る。す なわ
ち、挿入文 の形容詞wiseを取 り出 してlyを付 し、それを母体文 の前につけて 出来上が った結
末がWisely,heexplainedthings.といえる。Wiseなのはheで もなければ、explainedthings
とい う動詞句で もな く、heexplainedthingsとい う事 実を さす のである。
また、天満は 『語法』(p.31)の中で、ArchiboldHillから次の例文
a)Really,IlikeJohn.b)Ilike-really-John.c)IlikeJohn,really.を借用 して、 「文に対す
る修飾語 の特徴は、それが独立 した音調を持 って他 と区切 りがあ る点であ る。す なわ ち文に対
す る修飾語 の前あ るいは後(ま たは両者)に は必ず区切 りがあ り、軽い休止を置 くのが普通で
あ る。」 と述べ ている。
上に見 られ るよ うに、音調や ポーズを適切 に使 うことに よ り、reallyは文中で 自由に使え る
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とい うことであ る。
Qll)次のg璽 を含むa),b)の2文を 「音調記号」か ら判断 して、違 いを述べ なさい。
a)We-only＼lookedatthe_castle.正 解率37(33.6%)
b)We-onlylookedatthe＼castle.正解率48(43.6%)
(Lee:Intonation,p.63)
文a)では、onlyはlookedを修飾 して、「(城を見ただけで)中 には入 らなか った」 とい う意
味であ り、文b)では、onlyはcastleを修飾 して、 「城以外は何 も見 なか った」 とい う意味であ
る。
(参考)以 前 はonlyは、書 き言葉 では様 々な位置に来 ていたけれ ど、現代 の話 し言葉では
動詞 の前に固定 されてい る。従 って、onlyに修飾 され る語は音調に よって決 まる。
(Palmer&Blandford:AGrammarofSpoleenEnglish,§386)
そ して、次 のよ うな例をあげ、音調で区別 してい る。
1)1-only＼sawmyfriend/yesterday.
2)1-onlysaw＼myfriend/yesterday.
3)1-onlysawmy＼friend/yesterday.
4)1-onlysawmyfriend＼yesterday.
上で見 るとお り、1)ではsawを 、2)ではmyを 、3)ではfriendを、4)ではyesterdayを
onlyが修飾 している ことを示 している。(な お、原文 は発音記号 で書 かれ ていたのをそれぞれ
に相当す る文字に書 き替えた。)
(補足)(1)onlyは通例修飾す る語 ・句 ・節 の直前か、直後 に置 く。(2)《略式》では動
詞 の直前[be動 詞、助動 詞はそ の後]に 置かれ る傾 向があ り、onlyに修飾 され る語
は強 く発音 され る。(小西 『ジー ニアス英和辞典』大修館)
Ql2)次 の 文a)b)を 音 調 記 号[下 降(＼)、 上 昇(/)、 休 止(i)]な ど を 参 考 に 意 味 の 違 い
を 述 べ な さ い 。
a)The/daughter,iwhowasrecently/married,i-cameto＼seethem.
b)The-daughterwhowasrecently/marriedi-cameto＼seethem.
(正解 率)a)40(36.4%)、b)57(51.8%)
文a)で は 、Thedaughterはwhowasrecentlymarriedに限 定 さ れ る こ と な く、 音 調 あ る い
は ポ ー ズ で 他 か ら 区 別 さ れ る 。daughterとmarriedの後 が 、 普 通 、 上 昇 調 に な り、 ポ ー ズ が
置 か れ る 。(Thereisonlyonedaughter.)
文b)で は 、Thedaughterはwhowasrecentlymarriedに限 定 され る 。Thedaughterから
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marriedまで 一 気 に 話 され る 一 つ の 音 調 群 で あ る 。(Thereismorethanonedaughter.)
(Lee:lntonation,p.60)
(補足)a)Themanwhocalledwhileyouwereoutleftamessage.
b)Mr.Smith,whocalledwhileyouwereoutleftamessage.
a)who以 下 の 限 定 が あ っ て は じめ て 、 ど う い うmanか が わ か る 。b)who以 下 の 追 加
的 叙 述 が な くて も 、Mr.Smithと 言 え ば わ か っ て い る 。
(江川 『英 文 法 解 説 』 金 子 書 房 、p.67)
Ql3)次 の 文 を 読 む 場 合 、 必 要 な 箇 所 に は 区 切 り[コ ン マ(,)、 ピ リオ ド(.)]を 打 ち 、 必
要 な 文 字 は 大 文 字 に 書 き 替 え 、 赤 の エ ン ピ ツ な ど で 示 し な さ い 。
oneoftheluckiestthingsthatcanhapPentoyouinlifeisithinktohaveahapPychildhoodi
hadaveryhapPychildhood
(正解 率)
1.oneのoを 大文 字で書 く
2.isの後 に コンマを置 く
3.初 め のiを 大文字 で書 く
4.thinkの後 に コンマを置 く
5.初 め のchildhoodの後 に ピ リオ ドを打 つ
6.2番 目のiを 大文字 で書 く
7.2番 目のchildhoodの後 に ピ リオ ドを打 つ
(正解)
96(87.3%)
19(17.3%)
87(79.1%)
10(9.1%)
75(68.2%)
102(92.7%)
86(78.2%)
OneoftheluckiestthingsthatcanhapPentoyouinlifeis,Ithink,tohaveahapPychildhood.
IhadaveryhapPychildhood.
Ithinkが挿入 され、 その前後 に コ ンマを打つ ことを知 らない解答[isの 後 に コ ンマな し
63(57.3%)、thinkの後 に コンマな し94(85.5%)]には驚 きであ る。結果 として言 え ること
は文法をあ ま り知 らない とい うことであ ろ う。
(補足)英 語 の書 き言葉は、他 のすべて の言語がそ うであ るよ うに、話 し言葉 の聴覚的記号
を視覚的 な記号に移 し変えた ものであ る。それには次 の基本的 な約束事か ら成 ってい
る。
(1)横線 の上に左か ら右に書 く。
(2)ラ テン文字(ロ ーマ字)を 使 う。大文字 と小文字があ る。
(3)単語は ラテン文字 の小文字を並べて書 く。ただ し、固有名詞は大文字で始め る。
(4)単語 と単語 の間に スペ ースを置 く。
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(5)文は大文字で始め る。
(6)文 の終わ りには終止符(ピ リオ ド)を 置 く。ただ し、疑問文 の場合には疑問符
(クエ スチ ョン ・マー ク)を 置 く。
(7)文 の途中 の区切 りには読点(コ ンマ)を 置 く。
(土屋 ・広野 『新英語科教育法入 門』研究社、p.57)
(追加)1は 常に大文字で書 く(見 落 とされた り隣 の語に くっついて しま うのを避け るため)
(小西 『ジーニアス英和辞典』大修館、p.841)
4.お わ りに
「どの発音記号を頼 りに自信を持って発音できるのか」といった具体的な内容にまで質問を
することにより、本学入学以前の音声教育を確かめた。
本文で述べた母音ばか りでなく子音においてもまた英語の音と日本語の音は一対一の対応は
しないのである。例えば、/r/や/1/は「ラ行の子音」の音で代用 しがちであるが、これとは全
く違 う音である。「ラ行の子音」は、弾音で舌先が歯茎後部あるいは硬口蓋前部に接触 して発
音されるのに対 し、英語の/r/は、舌先が口腔内のどこにも接触しないし、/1/は舌先が歯茎に
しっか りと接触 して発音され、「ラ行の子音」のように弾かない。
単語のアクセン トもカタカナ英語の氾濫で、平板な日本式の発音となり、どの音節を強 く発
音するのかも不明であるし、音調に関 して言えば、下降調と上昇調の2つ の基本的な音調 しか
学んでいないはずなのに、疑問詞で始まる疑問文や感嘆文また祈願文では正解率が7割 に届か
なかった。
なお、QlO)b)He＼explainedthings,/wisely.の正解率が1.8%と極端に悪かったのは、英
和辞典[レ キシス、グローバル、ライ トハウスなど]には、
Happily,hedidnotdie.「運 よく彼は死ななか った」 と、「文修飾の副詞」が必ず文頭に来て
いる例が挙げられている結果ではないか。
また、大切な英語のリズムについてもあまり身についているとは思えない。今回は実証でき
なかったが、話 し言葉で重要な働きをする音の脱落、連結、同化などは学ばなかったのであろ
うことは、文を読ませてみれば直 ぐ分かる。
注
1)発音表記に関 しては、中学校[高 等学校]学 習指導要領では、「音声指導の補助 として、発音表記を
用いて指導してもよいものとする。」(中学校)[発音表記を用いて指導するよう考慮するものとする。]
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2)(綴 り字:例 語)
イ ゥa:America/om6rike/では 、 「弱 い ア」、u:chorus/k6:res/でも、 「弱 い
・2
1U
ア」、o:lemon/l6mon/では、 「ア」 に 「オ」 の 感 じが 加 わ った 弱 い 母 音 、
エeuloオe:element/61ement/で は 、 「エ 」 に わ ず か に 「ア」 が 加 わ った 感 じの 弱
aい 母 音 、i:animaVdenemeVでは 、 イ と も ウ と も ア と もつ か な い 、 ま った
ア く曖 昧 な 音 色 で あ る。
そ の 他 、 綴 り字 がai:captain/k3dpten/では 、 「エ 」 に わ ず か に 「ア」 が 加 わ った 感 じの 弱 い 母 音 、
ou:famous/f6imos/では 、 「弱 い ア 」 の音 色 で あ る 。
(竹林 『英 語 発 音 に 強 くな る』 岩 波 ジ ュ ニ ア新 書 、pp.75,76および 、 竹 林 他 『初 級 英 語 音 声 学 』 大 修
館 、P.72)
3)従 っ て、 ア クセ ン トの な い音 節 は 、 逆 に 、 弱 く、 低 く、 短 い。 日本 語 の ア クセ ン トは 音 の 高 さを 主 要
素 に した も の な の で、 日本 人 学 習者 に と って は(1)と(3)の 要 素 が な か な か 習得 が難 しい 。 音 節
を 強 く発 音 す る とい う こ とは 、 子 音 も含 め て 強 く発 音 す る と い うこ とな の で 、 日本 語 の場 合 よ りも絶
対 的 な呼 気 量 が 必 要 とな る 。(長 澤 『教 師 の た め の英 語 発 音 』 開 文 社 、p.88)(以後 、 『教 師 の発 音 』
と表 記)
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